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ブ
レ
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キ
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み
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暴
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事

故
の
問
題

◎千葉県文化会館　大ホール

第47回日本フィル夏休みコンサート2021

【第1部】♪ブラームス：ハンガリー舞曲第1番♪グリー

グ：《ペール・ギュント》より「アニトラの踊り」♪J.

シュトラウスⅡ世：トリッチ・トラッチ・ポルカ♪チャ

イコフスキー：交響曲第5番より第4楽章

【第2部】♪チャイコフスキー：バレエ《くるみ割り人

形》（夏休みコンサート2021版）

【第3部】みんなで楽しく体を動かそう！

♪『鬼滅の刃』より《紅蓮華》～《炎》

♪勇気100％　♪J.シュトラウスⅠ世：ラデッキー行進

曲間　指揮：永峰大輔　お話とうた：江原陽子

管弦楽：日本フィルハーモニー交響楽団

★S席＝子供3,200円／大人5,200円　A席＝子供2,500

円／大人4,200円　B席＝子供1,800円／大人3,200円子

供=4歳～高校生　4歳未満は入場できません

▼問い合わせ：千葉県文化会館 043-222-0201

◎千葉市民会館

立川晴の輔落語独演会

落語ファンの方！お待たせをいたしました！！新型コロ

ナウイルスが未だ猛威を振るう中、徐々にではありま

すがワクチン接種も始まり、これまで出来なかった落

語独演会を実施することになりました。間隔を開けて、

感覚で楽しむ落語会！です。定員100名限定の独演会と

なります。▼2021年07月22日（木・祝）開場13:30 開演

14:00▼前売一般3,000円/当日一般3,300円、財団会員

（前売のみ）2,700円※全席自由・消費税込※就学前児

の入場はお断りいたします。▼問合わせ：千葉市民会館

043-224-2431

◎千葉県美術館

甦る幻の名作　石井林響《和気清麿》展

　千葉県千葉市に生まれた石井林響（いしい・りんきょ

う）の幻の名作《和気清麿》（わけのきよまろ）は、歴

史上の人物・和気清麻呂の逸話を題材にした作品で、明

治40（1907）年に始まった第１回文展（文部省美術展覧

会）に出品されました。その後、長らく所在不明でした

が、令和元（2019）年度に所蔵者から寄贈を受け、令和

２（2020）年度に修復を完了し、この度初公開します。

早朝の宇佐神宮に到着し、神託拝受に詣でる清麻呂の、

不安と決意を描きあげたこの作品は林響の代表作であ

り、日本の近代絵画史においても資料的価値の高い作

品です。

この展覧会では《和気清麿》を中心に、千葉県立美術

館が所蔵する林響の他の作品を併せて展示するととも

に、修復作業の過程を解説し、明治から100年の時を経

て甦った幻の名作《和気清麿》を紹介します。

▼日時：令和３年７月１３日（火）～令和３（2021）年

９月２０日（月・祝）9：00～16：30▼会場：第１展示

室▼入場料＜コレクション展共通＞一般300円／高・大

150円※65歳以上、中学生以下、障害者手帳をお持ちの

方及び介護者1名は無料▼問い合わせ：千葉県美術館

043-242-8311

◎千葉市美術館

平木コレクションによる　前川千帆展

▼会期：2021年7月13日（火）～ 9月20日（月祝）

前期：7月13日（火）～ 8月15日（日）後期：8月17日

（火）～9月20日（月・祝）▼休室日：8月2日［月］、

8月16日［月］、9月6日［月］※8月2日［月］、9月6日

［月］は休館日▼観覧料：一般1,200円（960円）　大学

生700円（560円）小・中学生、高校生無料※「前川千帆

展」と「江戸絵画と笑おう」の共通チケット※( )内は

前売券、および市内在住65歳以上の料金※障害者手帳

をお持ちの方とその介護者1名は無料☆リピーター割

引：共通チケット（有料）半券のご提示で、2回目以降

の観覧料半額☆ナイトミュージアム割引：金・土曜日の

18:00以降は共通チケットが半額▼問合せ：千葉市美術

館 043-221-2311

◎ギャラリー古島

「夏の暮らし　涼・雅・粋展」6月25日（金）～7月7日

（水）「歴史をつなぐ逸品展」市瀬晶子（帽子）渡邊純

子（真珠）7月16日（金）～7月26日（月）＊7月22日休

廊▼7月27日(火）～8月26日（木）夏季休廊★ギャラリ

ー古島・中央区春日2-25-11古島籐家具店2階（JR西千葉

駅西友側徒歩1分）℡043-243-3313 FAX043-241-3041

市市民民ガガイイドド
千葉スズキ販売株式会社 代表取締役社長　

人の縁を大切に、和(輪)を大きく広げたい

（49歳)

　県内に6事業所を構え

る千葉スズキ販売（株）

の代表、片桐健太郎さ

ん。7年前に父親の事業

を継いだが、若いころは

敷かれたレールに抵抗

を感じた時期もあった

という。

　学生時代は将来への道を模索

し様々なアルバイトを経験。浪

人中はホテルグリーンタワー幕

張でサービス業の最前線に就い

た。「グリーンタワーは同族経

営で信頼関係のある幹部が一丸

となり経営に取り組んでいまし

た。そこで初めて企業における

親族の強みに気づき、自分も父

の会社で何か役に立てるかもし

れないと感じました」。その経

験に背中を押され、大学卒業後、

千葉スズキ販売株式会社に入社

した。

　2014年、代表取締役社長に就

任。最初の壁は自分の思いを社

員にうまく伝えられないことだ

った。何のためにそうするのか

を理解してもらうため、業務や

心得などすべてが企業理念に通

じるように一貫性を持たせ、伝

え方も学び続けた。

　また、新しい取り組みとして、

社員発案のアイデアや吉報を受

けたときに感謝の気持ちをすぐ

に伝えられるよう、全社員と

LINEを開通。ほかにも、営業所

や世代が違う社員同士であって

も共通点があれば打ち解けやす

いと、誕生月や出身高

校などの括りで懇親

会を開催。コロナ禍で

中止しているが、こう

した機会は業務の円

滑化にも役立ってい

る。　

　商工会議所の活動

を通して地元意識が強まったと

いう片桐さん。そのご縁で車を

購入してもらったり業務を外注

したり、仕事の千産千消を心が

けているそう。ライフワークで

は「よその子でも愛情をもって

叱ることができる大人でありた

い。また、それを受け入れてくれ

る地域であってほしい。目指す

はドラえもんに出てくるカミナ

リ親父です(笑)」と子を持つ親

の一面も。そんな地域への思い

に触れ、片桐さんのなかには「人

の縁を大切に、和(輪)を大きく

広げよう」という社是が根差し

ていると感じた。

　創業70周年の節目となる2023

年には、自身の原点であるホテ

ルグリーンタワー幕張で創業記

念パーティーを開催したいと語

った。「そこで学ばせてもらった

“心からのおもてなし”は今も自

分の根底にあります。たくさん

の方にご出席いただき感謝の気

持ちを伝えたいと思っていま

す」。

◇千葉スズキ販売株式会社◇千

葉市美浜区新港173番地（本社）

　　　【取材 真田はる代】

片桐健太郎さん 千葉市中央区在住

明治天皇行幸碑の敷地地権者特定なお困難か
相続発生から３年以内義務化成立も先行き不透明

　
４
月
２ １
日
の
参
議
院
本
会

議
で
関
係
法
令
の
改
正
案
が

成
立
し
、
令
和
６
年
を
め
ど

に
、
相
続
発
生
か
ら
３
年
以
内

の
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
相
続
の
手

続
き
も
簡
素
化
さ
れ
、
相
続
し

た
土
地
を
国
に
ゆ
だ
ね
る
仕

組
み
も
で
き
た
か
ら
、
相
続
手

続
き
を
し
な
い
ま
ま
長
年
が

経
過
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地

が
発
生
す
る
こ
と
も
今
後
は

減
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

所
有
者
不
明
の
土
地
は
日

本
全
体
の
２ ０

%に
も
及
ぶ
と

い
う
か
ら
驚
き
だ
が
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
稲
毛
東
の
明
治

天
皇
行
幸
碑
が
あ
る
土
地

だ
。
こ
の
土
地
は
明
治
初
期
は

「
村
中
持
」
（
む
ら
じ
ゅ
う
も

ち
）
と
い
っ
て
、
地
域
全
体
で

所
有
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
部
落

の
土
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
古

い
登
記
簿
に
よ
れ
ば
、
の
ち
に

８ ６
名
の
地
主
の
共
有
名
義
に

し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
と
こ
ろ
が
８ ６
名
の
名

前
は
載
せ
た
も
の
の
、
表
題
登

記
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
正
式
に
所
有
権
の
登
記
が

な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
や
、
登
記
簿
に
は
８ ６
名

の
名
前
だ
け
が
記
載
さ
れ
、
住

所
の
記
載
が
な
い
こ
と
が
現

在
の
所
有
者
の
特
定
の
困
難

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

改
正
法
が
施
行
さ
れ
て
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
、
登
記

を
怠
る
と
１ ０
万
円
以
下
の
過

料
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
も
、
明
治
時
代
の
８ ６
名
の
所

有
者
の
現
在
の
相
続
人
・
子
孫

た
ち
が
相
続
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
は
ず
も
な
く
、

手
続
き
が
ど
う
進
む
の
か
は

ま
っ
た
く
予
測
が
つ
か
な
い
。

稲
毛
は

明
治

時
代
の

　
　

重
要

拠
点

　

碑
に
は
「
御
野
立
所
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
明
治
天
皇
が
お

立
ち
寄
り
に
な
ら
れ
た
と
こ

ろ
、
御
休
憩
所
と
い
う
意
味
合

い
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
現
在

の
稲
毛
区
稲
毛
東
に
あ
っ
た

の
か
、
読
者
か
ら
の
投
稿
に
よ

く
書
か
れ
て
い
る
の
で
引
用

す
る
。

「
江
戸
か
ら
千
葉
へ
向
か
う

道
は
、
明
治
１ ９
年
に
海
沿
い
の

道
が
開
か
れ
る
ま
で
は
、
稲
毛

ま
で
来
る
と
内
陸
の
穴
川
へ

向
か
い
、
そ
こ
か
ら
千
葉
神
社

の
方
向
に
向
か
う
道
し
か
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
稲
毛
が

道
中
の
拠
点
に
な
っ
た
。
そ
の

稲
毛
で
明
治
天
皇
が
ご
休
憩

を
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
稲
毛

中
学
校
の
正
門
に
向
か
う
坂

道
の
脇
に
「
左
犢
橋
右
佐
倉
」

と
記
さ
れ
た
道
標
が
あ
る
の

が
名
残
で
あ
り
、
幕
張
、
検
見

川
の
旧
道
を
通
っ
て
稲
毛
ま

で
来
た
人
々
が
、
浅
間
神
社
か

ら
穴
川
へ
向
か
い
、
穴
川
か
ら

千
葉
神
社
を
経
て
佐
倉
街
道

（
現
在
の
国
道
５ １
号
線
）
に
向

か
っ
て
行
っ
た
。
か
つ
て
の

「
房
総
往
還
」
（
千
葉
に
至
る

主
た
る
道
路
）
が
稲
毛
を
通
っ

て
い
た
証
し
が
あ
の
石
碑
で

あ
る
」
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
稲
毛

の
歴
史
を
知
り
た
い
」
さ
ん
）

コメント：その昔、打撃の神様　川上哲治は「球が止まっ

て見えると言っていた。(稲毛区　匿名希望)

「
球
が

止
ま

っ
て

見
え

る
」

祝
日
の
変
更

に
注
意

　
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

よ
り
国
民
の
休
日
が
一
部
変

更
に
な
る
。
本
来
「
海
の
日
」

だ
っ
た
７
月
１ ９
日
（
月
）
は
平

日
に
、
そ
の
海
の
日
は
２ ２
日

（
木
）
に
移
動
、
そ
し
て
本
来

１ ０
月
１ １
日
（
月
）
だ
っ
た
「
ス

ポ
ー
ツ
の
日
」
が
７
月
２ ３
日

（
金
）
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会

式
の
日
に
移
動
、
土
日
と
合
わ

せ
４
連
休
に
な
る
場
合
も
。
８

月
１ １
日
（
水
）
だ
っ
た
「
山
の

日
」
が
同
閉
会
式
の
８
日
（
日
）

に
。
そ
の
振
替
休
日
と
し
て
翌

９
日
（
月
）
が
祝
日
に
な
る
。

従
来
ス
ポ
ー
ツ
の
日
だ
っ
た

１ ０
月
１ １
日
（
月
）
は
平
日
と
な

る
。
こ
れ
ら
は
年
頭
の
カ
レ
ン

ダ
ー
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
を
。

　
旧
通
産
省
の
官
僚
だ
っ
た

飯
塚
幸
三
被
告
が
起
こ
し
た

池
袋
で
の
暴
走
死
亡
事
故
の

裁
判
で
、
被
告
は
「
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違

い
」
は
な
い
と
過
失
を
否
定
し

て
い
る
。
遺
族
の
質
問
に
対
し

て
も
「
事
故
の
責
任
は
感
じ
る

が
過
失
は
な
い
。
車
両
の
不
具

合
が
原
因
だ
」
と
答
え
、
事
故

を
起
こ
し
た
責
任
を
認
め
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
遺
族

を
落
胆
さ
せ
て
い
る
。

　
ネ
ッ
ト
で
は
飯
塚
被
告
の

主
張
を
罪
か
ら
逃
れ
る
た
め

の
卑
怯
な
方
便
で
「
虚
偽
」
だ

と
と
ら
え
、
こ
れ
を
「
老
醜
」

だ
と
か
「
上
級
国
民
の
実
刑
逃

れ
」
だ
と
か
、
一
方
的
に
非
難

す
る
声
ば
か
り
見
ら
れ
る

が
、
実
態
に
迫
ろ
う
と
す
る
声

は
聞
か
れ
な
い
。
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
綿
密
に
実
証
し
て
い

る
か
ら
、
飯
塚
被
告
の
過
失
が

認
定
さ
れ
る
の
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
９ ０
歳
の

飯
塚
被
告
の
主
張
が
「
う
そ
」

だ
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
昨
年
、
東
京
地
検
の
特
捜

部
の
エ
ー
ス
と
言
わ
れ
た
敏

腕
検
事
だ
っ
た
高
齢
の
弁
護

士
が
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
間
違
え
て
事
故
を
起

こ
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た

事
件
が
あ
っ
た
が
、
裁
判
で

「
天
地
神
明
に
誓
っ
て
踏
み
間

違
い
は
な
い
」
と
無
罪
を
主
張

し
て
い
る
。
こ
の
元
検
事
は
、

今
の
自
分
の
立
場
の
よ
う
な

被
疑
者
を
容
赦
な
く
起
訴

し
、
有
罪
に
導
い
て
き
た
は
ず

だ
か
ら
、
裁
判
の
行
方
は
見
当

が
つ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
の

に
、
無
罪
を
主
張
す
る
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
「
過
失
」
の
経
験
が

な
い
か
ら
に
尽
き
る
。
前
科
何

犯
も
重
ね
る
猛
者
は
別
と
し

て
、
初
犯
者
の
中
に
は
、
本
当

に
自
分
の
過
失
を
認
識
し
て

い
な
い
場
合
が
多
い
。
処
罰
を

求
め
る
側
か
ら
は
容
疑
者
の

過
失
は
よ
く
見
え
る
も
の

の
、
当
の
本
人
に
は
本
当
に
過

失
を
認
識
し
て
い
な
い
場
合

や
、
「
私
が
そ
ん
な
過
失
を
犯

す
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
強
い

思
い
込
み
が
あ
る
場
合
も
多

い
と
い
う
。

　池
袋
暴

走
事
故

、
本

当
に

高
齢
者
の

ウ
ソ
か

　
私
た
ち
の
日
常
の
運
転
の

中
で
、
右
足
踵
の
位
置
が
ブ
レ

ー
キ
よ
り
や
や
右
側
に
寄
っ

た
位
置
に
あ
る
こ
と
は
多
い

し
、
そ
れ
が
普
通
か
も
し
れ
な

い
。
踵
を
軸
に
足
を
左
右
に
動

か
せ
ば
ア
ク
セ
ル
も
ブ
レ
ー

キ
も
容
易
に
踏
み
込
め
る
か

ら
だ
。
そ
の
状
態
の
時
、
と
っ

さ
に
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
こ

ん
だ
と
す
る
と
、
右
足
の
右
側

が
ア
ク
セ
ル
に
か
か
る
こ
と

は
よ
く
あ
る
。
と
っ
さ
の
急
ブ

レ
ー
キ
は
思
い
切
り
踏
み
こ

む
か
ら
、
右
足
の
左
側
で
ブ
レ

ー
キ
を
踏
み
こ
み
、
右
側
で
ア

ク
セ
ル
も
踏
み
こ
む
こ
と
に

な
る
が
、
本
人
は
ア
ク
セ
ル
に

足
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
な
い
ま
ま
「
確
実
に
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
」
と
の
認
識

し
か
な
い
か
ら
、
「
天
地
神
明

に
誓
っ
て
踏
み
間
違
い
は
な

い
」
と
の
主
張
に
つ
な
が
る
。

無
意
識
の
う
ち
に
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
両
方
を
同
時

に
踏
み
こ
ん
で
い
る
の
に
、
処

罰
す
る
方
は
「
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
を
踏
み
間
違
え
た
過

失
」
の
責
任
を
問
う
か
ら
、
報

道
を
見
る
多
く
の
人
々
に
は

「
被
告
人
が
ウ
ソ
を
つ
い
て
い

る
」
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

真
の

解
決
へ

課
題
も

　
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
は
、
有
名
な
弁
護
士
が
何
人

も
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
こ

の
人
た
ち
に
し
て
も
「
裁
判
所

は
被
告
人
の
踏
み
間
違
い
を

認
定
す
る
だ
ろ
う
」
と
の
見
解

を
示
す
ば
か
り
で
「
被
告
人
が

真
実
を
述
べ
て
い
な
い
」
と
し

て
い
る
の
が
残
念
だ
。
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
た
ち
も
ま
た
「
踏
み

間
違
い
」
の
実
態
を
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
「
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

同
時
踏
み
こ
み
」
に
思
い
が
至

ら
な
い
。
本
人
が
気
づ
い
て
い

よ
う
と
い
ま
い
と
過
失
が
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い

か
ら
有
罪
に
な
る
こ
と
に

異

論
は
な
い
が
、
有
罪
判
決
が
下

さ
れ
る
だ
け
で
容
疑
者
に
「
過

失
」
の
認
識
が
な
け
れ
ば
真
の

解
決
に
は
な
ら
な
い
。
何
ら
か

の
手

段
で
被
告
人
自

身
に
「
過

失
を
犯
し
た
」
実
感
を
抱
か
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で

な
い
と
「
間
違
っ
た
裁
判
で
有

罪
に
さ
せ
ら
れ
た
」
と
し
か
認

識
で
き
ず
、
有
罪
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で

反
省
に
は
つ
な
が
ら

ず
、
悲

惨
な
事
故
を
無
く
す
た

め
の

抑
止

効
果
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。

　
過
失
を
証
明
し
て
有
罪
に

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
過
失
を

犯
し
た
こ
と
を

納
得
さ
せ
る

取
組
が
本
当
の
意
味
で
の
解

決
に
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
。


